
神石高原町立来見小学校 

 

第３学年 総合的な学習の時間学習指導案 

 

１ 日 時  令和４年 11月 11日（金） 第５校時  

２ 場 所  ３年生教室 

３ 学 年  第３学年 男子７名 女子３名   

自閉症・情緒障害特別支援学級 第３学年 男子１名 計 11名 

４ 単元名  「来見スマイル大作せん」 

５ 単元について 

○児童観 

本学級の児童は，２学年時の生活科の町探検の学習において，自分たちの身の回りにある施設やお店

を見学することで，地域に興味をもって学習に取り組んできた。 

３学年では，総合的な学習の時間に初めて取り組むということで，学習に対して興味関心がとても高

いが，内容の具体的なイメージがない状態であった。そこで，４年生から去年の取組を教えてもらった

ことで神石高原町の特産物に興味をもち，地域の人達を笑顔にしたいという思いから，こんにゃくい

も・トマト・ヒゴタイの栽培活動に取り組んだ。２学期には，具体的に笑顔にするためにどのようなこ

とができるのか話し合ったり，考えたことを実行したりしていく。 

本学級の児童に，総合的な学習についてのアンケートを行ったところ，結果は次の通りとなった。 

  よ
く
あ
て
は
ま
る 

あ
て
は
ま
る 

や
や
あ
て
は
ま
る 

あ
て
は
ま
ら
な
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       ２学期 

１ 
身の回りのものやできごとから自分が調べてみたいことを

みつけています。 
９ ２ ０ ０ 

２ 
地域の方のために自分にできることを考えています。 

６ ５ ０ ０ 

３ 
友達や，地域の人がもっている悩みを解決したり，願いを

かなえてあげたりしたいと思います。  
８ ２ １ ０ 

４ 
解決しようとする課題について何をすればよいのか，何が

使えそうかを考えることができます。    ４    ６ ０ １ 

５ 
課題を解決するために，進んで資料を集めたり取材をした

りしています。 
   ２    ６ ３ ０ 

６ 

課題を解決するための情報を集める前に，どのような方法

だと必要な情報を集めることができるのかを考えていま

す。 

  ６   ４ １ ０ 

７ 
たくさんの資料から，さまざまな情報を集めることができ

ます。 
   ５    ５ １ ０ 

８ 
集めた情報から，必要な情報を選んで，調べたことをまと

めることができます。 
   ６    ５  ０ ０ 

９ 
調べてわかったことを，わかりやすい方法（図，グラフ，

表など）を考えてまとめています。 
   ８    ３ ０  ０ 

10 
調べたことを比べたり，仲間分けしたりして何が分かるの

かを考えています。 
   ７    ４ ０       ０ 

11 
友達と話し合うなどして，自分の考えを深めたり，広げた

りしています。 
  10  １   ０   ０ 

12 
発表する相手を考えて，自分の考えとその理由を明らかに

して，分かりやすく伝わるように発表を工夫しています。 
６ ５ ０ ０ 
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13 自分の考えを進んで伝えています。 ８ ３ ０ ０ 

14 
友達と話し合う時，お互いが納得のいく考えをつくろうと

しています。 
７ ４ ０   ０ 

15 

学習の振り返りをするときには，「どこまで分かったか」

「学習方法でうまくいったことや失敗したことなどの理

由」を考えています。 

６ ５ ０ ０ 

16 

学習の振り返りをするときには，「もっと考えてみたいこ

と」「もっと調べてみたいこと」「もっと工夫してみたいこ

と」などを考えています。 

８ ３ ０ ０ 

☆ 自分の住んでいる地域のことが好きです。 10 １ ０ ０ 

課題発見力 地域の中から，問題を見つけています。 ５ ６ ０ ０ 

課題解決力 
自分と相手の考えを比較し，まとめたり伝えたりしていま

す。 
８ ３ ０ ０ 

振り返り力 学習計画に照らし合わせて振り返っています。 ８ ２ １ ０ 

アンケートの結果から，５「課題を解決するために，進んで資料を集めたり取材をしたりしていま

す。」という項目では，児童の否定的な回答が多かった。その理由として，調べるための適切な資料選び

の経験が少ないことが予想される。同様に６「課題を解決するための情報を集める前に，どのような方法

だと必要な情報を集めることができるのかを考えています。」７「たくさんの資料から，さまざまな情報

を集めることができます。」に関しても，同様の理由が予想される。そのため，事前にどのような方法で

調べたらよいか，どのような資料が使えそうかを全体で確認したり，指導者側も使えそうなものを用意し

ておいたりする必要がある。 

 

○単元観 

本町は，旧三和町，旧神石町，旧油木町，旧豊松村の四つの町村が合併し神石高原町となった。それぞ

れの地区の豊かな自然を生かしたこんにゃく・トマト・神石牛・ピオーネ等が有名である。 

 本単元では，特産物を扱うことで，豊かな自然を生かした地域の良さを感じさせるとともに， 

身近にいる人々を笑顔にする活動を考え実践していきたいと考えている（課題発見力）。  

１学期には，去年の３年生の取組を紹介してもらうことで，今年自分達が何をしたいのかイメージを膨

らませた。地域の特産物（トマト・こんにゃくいも・ヒゴタイ）に着目し，学校・家族・地域の人達を笑

顔にするという目的の下，栽培活動を中心に行った。栽培に向けて何をしなければならないのか話合いな

がら，計画を立てたり準備をしたりした。さらに，地域の方に栽培方法を教えていただきながら植えるこ

とを通して，地域の方の思いや願いに触れる良い機会になると考える。 

 ２学期には，栽培した特産物を使ってどのような活動をしたいのか，目的や実現可能かどうか等の視点

に照らし合わせて考え，実行している（課題解決力）。他地域の小学校との交流を通して，地域ならでは

のよさについて考えることができている。 

 ３学期には，これまで学習してきたことをまとめ他地域の小学校の児童に紹介したり，活動に携わって

くださった方々に感謝の気持ちを伝えたりすることを通して，自分の成長を振り返るとともに，地域に対

する思いを共有する（振り返り力）。 

 

○指導観 

指導に当たっては，去年の３年生の取組を４年生に紹介してもらうことで，総合的な学習の時間ではど

のような学習をしていくのか，また自分達は何をしたいのかについてイメージをもてるようにした。 

活動を設定する際には，子供達の思いや願いを大切にしていくとともに，何のためにするのか，活動の
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目的を明確にしていく。また，地域の特産物を取り扱ったり，他地域の小学校の児童との交流を計画した

りすることで，豊かな自然を生かした地域の良さを感じられるようにしていきたい。 

課題解決の際には，最善の方法を見出すための視点を決め，それを基にペアやグループで検討し，さら

に全体で共有する中で練り合いをしていく。学習面や行動面に課題のあるＤ児やＨ児が，話合いの中で自

分の考えを伝えたり，共感的に捉え深めたりできるように，話合いの仕方を普段の授業や特別活動の中で

練習する。また，話合いの視点や条件を決めておくことで，何を考えなければならないのかはっきりさせ

まとめやすくする。 

さらに，地域の人材を積極的に活用することで，地域の方の思いや願いに触れさせ，自分達にさらに何

ができるのか考えさせ，地域に対する思いを深められるようにしていく。 

振り返りについては，①学んだこと ②自分に付いた力 ③これからがんばること の三つの視点を提

示し，それらの中から選択して振り返りをさせる。また，ルーブリックによる評価も行うことで，振り返

りの視点をより明確にし，学習の充実を図っていく。 

 

課題発見力 地域の特産物を用いた学習活動にする。 

課題解決力 自分たちのしたいことを計画し，協動的に検討しながら実行する。 

振り返り力 視点を決めて振り返りをさせたり，ルーブリック評価を取り入れたりする。 

 

６ 単元の目標 

神石高原町の特産物について調べたり栽培したりする活動を通して，豊かな自然を生かした地域の良

さを理解し，周りの人々を笑顔にするための具体的な取組を考えるとともに，自己のよさや成長に気付

き，地域に対する思いを深めることができるようにする。 

 

７ 本校で育てようとする資質・能力 

課題発見力 地域の中から問題を見つけている。 

課題解決力 自分と相手の考えを比較し，まとめたり伝えたりしている。 

振り返り力 学習計画に照らし合わせて振り返っている。 

 

８ 単元の評価規準 

評 価の 

観 点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

本校で付けた

い資質・能力 
 課題発見力・課題解決力 振り返り力 

単 

元 

の 

評 

価 

規 

準 

 

 

① 豊かな自然を生かして特産

物が作られていることを理

解している。 

② 特産物の栽培の仕方を知る

ために，適切な方法で調べ

ている。 

③ 地域の人や組織の思い，取

組を理解し，地域に対する

思いを深めることは，自分

達が探究的に学習している

ことの成果であることに気

付いている。 

④ 活動の目的を明確にしなが

ら何ができるか考えてい

る。（課題発見力） 

⑤ 特産物を栽培するための準

備や方法について，多様な

選択肢の中から効果的な手

段を選んでいる。 

⑥ 収集した情報を取捨選択し

たり，比較・分類・整理し

たりしながら解決に向けて

考えている。 

⑦ 地域の人達を笑顔にすると

⑧ 栽培活動や見学・インタビ

ュー等の調べ学習の振り返

りを通して，自ら設定した

課題の価値に気付き，自分

の意思で探究的な活動に取

り組もうとしている。 

⑨ 特産物を用いた探究的な活

動体験を通して，自他の考

えを大切にしながら協働し

て課題解決に取り組もうと

している。 

⑩ 地域に対する思いを深める
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９ 単元におけるルーブリック（思考力，判断力，表現力等⑦）（本時におけるルーブリック） 

Ａ Ｂ Ｃ 

 地域の人達を笑顔にするという

テーマにつながる活動について，

友達と協働しながらよりよい考え

を検討し，自分の言葉でまとめて

いる。 

地域の人達を笑顔にするという

テーマにつながる活動について，

よりよい考えを検討し，自分の言

葉でまとめている。 

地域の人達を笑顔にするという

テーマにつながる活動について，

よりよい考えを検討することがで

きず，自分の言葉でまとめようと

していない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いうテーマにつながる活動

について，よりよい考えを

検討し，自分の言葉でまと

めている。（課題解決力） 

ために自分ができることに

取り組むことを通して，自

分と地域との関わりを見直

そうとしている。（振り返

り力） 
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10 主な学習活動と評価規準（全 70時間） 

主な学習活動 評価規準 

一
学
期 

【課題設定】 

○単元の課題設定をする。 

・去年の３年生の取組を４年生に紹介してもらうことで，総

合的な学習の時間についてのイメージをつかむ。 

・学習の中でどんな活動をしたいのか話し合って考える。 

○学習のテーマを決める。 

 

年間テーマ 

 

１学期【課題設定１】 

トマト・こんにゃくいも・ヒゴタイを育てよう。 

【情報収集１】 

○設定した課題について計画を立てる。 

・トマト・こんにゃくいも・ヒゴタイの栽培計画を立て

る。 

 

○植え方や育て方について調べる。 

・４年生や，育て方に詳しい地域の方に聞く。 

 

【整理・分析１】 

○収集した情報を基に，必要なものを準備する。 

・土作り 

・苗の用意等 

 

【まとめ・表現１】 

○ゲストティーチャーの方に教えていただきながら，トマ

ト・こんにゃくいも・ヒゴタイを植える。 

【課題設定２】 

○新たな課題を見つける。 

 ・トマトを甘くするために 

・学校から借りた苗代の返金方法 

 

【情報収集２】 

○どのような方法が考えられるか，意見を出し合う。 

・ペアやグループで話合いながらいくつかの方法に絞り

こみ，全体で共有する。 

 

【整理・分析２】 

○実現可能で取り組みやすいと判断できるものを選ぶ。 

 

 

④活動の目的を明確にしながら何が

できるか考えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②地域の特産物の栽培の仕方を知る

ために，適切な方法で調べてい

る。 

 

⑤特産物を栽培するための準備や方

法について，多様な選択肢の中か

ら効果的な手段を選んでいる。 

 

 

 

 

 

 

①豊かな自然を生かして特産物が作

られていることを理解している。 

 

④活動の目的を明確にしながら何が

できるか考えている。 

 

 

 

⑥収集した情報を取捨選択したり，

比較・分類・整理したりしながら

解決に向けて考えている。 

来見スマイル大作せん 
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【まとめ・表現】 

○決めた方法を実行する。 

 

二
学
期 

 

 

【課題設定３】 

○こんにゃくいも・トマト・ヒゴタイの中で，どれを使うと

一番地域の人を笑顔にできるのか考える。 

 

○他の小学校と交流するための計画を立てる。 

 

【情報収集３】 

○尾道市立高須小学校・尾道市立瀬戸田小学校にあいさつと

交流のお願いのビデオメッセージを送る。 

 

○ 栽培しているこんにゃくいもを収穫するための準備を

し，収穫をする。 

 

 

 

【整理・分析３】 

○「来見スマイル大作せん」のテーマに沿って，笑顔にした

い人等を考えながら，こんにゃくを使ってどんなことをし

たいのか考える。 

 

【整理・分析３②】 

○こんにゃくいもで何ができるか考えたことをグループで話

合い，よりよいものを選ぶ。（本時） 

 

 

 

○これまでの活動をふり返り，他の小学校に伝えたいことを

話し合う。 

 ・こんにゃくやトマトが有名なことを知ってもらいたい。 

 ・おいしさを知ってもらいたい。 

 

【まとめ・表現３】 

○自分たちが考えた活動内容について準備・計画・実行す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

④活動の目的を明確にしながら何が

できるか考えている。 

 

 

 

 

 

 

 

⑧栽培活動や見学・インタビュー等

の調べ学習の振り返りを通して，

自ら設定した課題の価値に気付

き，自分の意思で探究的な活動に

取り組もうとしている。 

 

④活動の目的を明確にしながら何が

できるか考えている。 

 

 

 

⑦地域の人達を笑顔にするというテ

ーマにつながる活動について，よ

りよい考えを検討し，自分の言葉

でまとめている。 

 

⑨ 特産物を用いた探究的な活動体

験を通して，自他の考えを大切

にしながら協働して課題解決に

取り組もうとしている。 

 

 

⑩ 地域に対する思いを深めるため

に自分ができることに取り組む

ことを通して，自分との関わり

を見直そうとしている。（振り

返り力） 

 

どうすれば地いきの人をスマイルにできるかな？ 
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○３学期の交流に向けてこれまでの取組の振り返りをす

る。 

③地域の人や組織の思い，取組を

理解し，地域に対する思いを深

めることは，自分達が探究的に

学習していることの成果である

ことに気付いている。 

三
学
期 

３学期【課題】 

 

 

【整理・分析４】 

○１・２学期に取り組んだことを整理する。 

 

【まとめ４】 

○担当のグループごとに紹介内容を考える。 

・考えた紹介内容について，グループごとに発表し，アドバ

イス等を出し合いながら，より良い内容を考えていく。 

 

 

【表現４】 

○他校とリモートで調べたことを発表し合う。 

 

○これまでの学習を振り返る。 

・交流を行った学校に感想やお礼のメッセージを送る。 

・他地域に神石高原町を紹介したことをポスターや新聞等に

まとめて，お世話になった方々に紹介する。 

・これまでの活動の振り返りをまとめ，地域に対する思いや

考えを感想に書く。 

・付いた力や成長したこと等の視点に沿って，自己肯定感を

感じられる振り返りをする。 

・お世話になった方にお礼の手紙を書く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑨特産物を用いた探究的な活動体験

を通して，自他の考えを大切にし

ながら協働して課題解決に取り組

もうとしている。 

 

 

 

 

⑩地域に対する思いを深めるために

自分ができることに取り組むこと

を通して，自分と地域との関わり

を見直そうとしている。 

 

 

11 本時の学習 

（１）本時の目標 

   地域の人達を笑顔にするために，自分達が育てたこんにゃくいもを使ってどのようなことができる

のか考えることができる。 

    

（２） 本時の評価規準（評価方法） 

地域の人達を笑顔にするというテーマにつながるための活動を考え検討している。 

 

    

（３）準備物 

   〔指導者〕 掲示物 

   〔児 童〕 ワークシート 

          

高須小学校や瀬戸田小学校と調べたことなどを交流しよう。 
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（４）学習の展開  

学習活動 指導上の留意事項 評価規準 

１ 学習計画を振り返る。 

 

 

 

２ めあてを確認する。 

 

 

 

 

３ 今日の学習の流れを確認す

る。 

①３つのグループに分かれる 

・Ａグループ（４人） 

・Ｂグループ（４人） 

・Ｃグループ（３人） 

②考えている内容について意見

を出し合う。 

③出た意見をもとに一番したい

ことを決める。 

 

【話合いポイント】 

 ☆地いきの人が本当にえがおに

なるかな？ 

 ☆自分たちでできる活動かな？ 

 

４ グループごとに話合い，一番

取り組みたい活動を決める。 

 

 

５ グループで話し合ったことを

発表し，取り組みたい活動を

決める。 

 

６ 振り返り 

 

 

・前時までの活動を振り返らせ，今

日の活動の見通しをもたせるとと

もに，ゴールを確認させる。 

 

・今日のめあてを児童に考えさせ

る。 

 

 

 

・児童と本時の流れを確認する。 

 

 

 

 

 

・ピラミッドチャートを用いて話合

いを進めさせるため，使い方の説

明をする。 

 

 

 

・話し合う視点を確認させる。 

 

 

 

・目的や理由を明らかにして相手に

意見を言わせる。 

・話合いポイントを意識して考えさ

せる。 

 

・各グループで一番取り組みたい活

動の中から，目的に合ったものを

決めさせる。 

 

・本時の学習の振り返りと自己評価

をさせる。 

・次時からの見通しを確認させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○地域の人達を笑顔にす

るいうテーマにつなが

るための活動を考え検

討している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

来見スマイル大作せんをせいこうさせるために，こんにゃくいもを

使って何ができるのか話し合おう。 
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来見スマイル大作せんをせいこうさせるために，こんにゃくいもを使って何ができる

のか話し合おう。 

 

 

 

課題 

学習の流れ 

 

① グループで話し合う。 

Ａグループ 

Ｂグループ 

Ｃグループ 

②一番に取り組みたいこと

を決める。 

③全体で出た意見をかくに

んする。 

 

話合いポイント！ 

☆地いきの人が本当にえがおになるかな？ 
☆自分たちでできる活動かな？ 

Ａ Ｂ Ｃ 

それぞれのグループで考えた内容 

 


